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Joetsu Myoko Digital Active Working Network

日本海側で唯一の屋内外ローカル５Ｇ実証ラボを構築

各種ご支援

■ローカル５Ｇの構築
・新潟県:アフターコロナを見据えたイノベーション創出支援事業(オープンイノベーション部門）

■JM-DAWNの施設構築
・総務省:情報通信利用促進支援事業費補助金(地域サテライトオフィス整備推進事業)
・新潟県:IT企業誘致拠点整備促進事業補助金
・上越市:コワーキングスペース整備支援補助金

2021年12月 開設!



ローカル５Ｇの可能性





全国のローカル５Ｇラボ



首都圏のローカル５Ｇラボ
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地域活性化の取組 「デジタルの力で地域の課題解決を!」

活性化 ＝ 民間が中心での自走式（もっと地域を巻き込む）

令和５年１月１日設立



背景 ・目的

上越市は他の地方都市同様に多種多様な課題を抱えており、中でも人口減少(特に社会動態)が最大の課題
となっており、歯止めがかからない状況です。この要因の一つとしては、若者が就職を考える際に希望する企業や
職種が少ないことが考えられます。

一方で、コロナ禍を契機として、集中から分散化、多様な働き方へ移行し、ワーケーションなどのニーズも顕在化
してきています。

こうした動きを捉え、デジタルの力で交流人口の拡大と５つの分野のDX化や新規導入を推進。
（e-sports、e-business、e-learning、e-sight seeing、e-health care)
ITの利活用により、豊かな自然と機能的なポテンシャルを有する上越地域の魅力を最大に引出し、課題解決に
導くモデルの構築を目指します。

我々上越５e協議会は地域の活性化を図るため、地域課題の検討・実証を行い、新たなビジネス
(社会実装)を創出し、若者が希望するような起業創業や企業誘致を促し、地域の活性化を図るものです。

https://joetsu5e.jp/



地域が抱える課題を解消するため、多くの皆様から趣旨に賛同いただき現在29の企業、団体、学校が参画。



■「デジタル」を利活用し地域の課題解決
による産業創出・市場形成

e-business
あらたな企業誘致と交流で
産業創出と市場形成の実現へ

e-sports
あらたな競技で若者の支援と
シニア層の活性化・交流へ

e-learning
新しい学びのスタイルを提供
地域障壁を解消、世界へ

e-health care
診療をはじめとする、健康
促進・管理をオンラインへ

e-sightseeing
上越市がもつ自然とデジタルを
融合し、あらたな観光創出へ

5eのコンセプト

地域企業・学校・団体との連携

5eの構想



e-sports あらたな競技で若者の支援とシニア層の活性化・交流へ

部活支援・大会開催・交流事業・地方創生推進

■背景・目的
2028年にオリンピック競技として期待されているeスポーツは、地域の活性化や世代間交流などの課題解決コンテンツとされ、その市場
規模も国内では拡大していく中、他地域に先んじて高校生部活動の促進や高齢者との交流事業を展開することで活性化を図る。
また大会開催や各種イベントを含め、さまざまな情報発信で上越地域をeスポーツの聖地化を狙い、関連ビジネスの創出などに寄与したい。

■概要
・eスポーツ活動＝部活動支援(大会出場)、企業/シニアチーム活動支援
・世代間交流＝高校生・社会人チームによる施設訪問の交流事業支援
・大会開催＝上越大会の実施及び継続、各種イベントの企画運営

■期間
令和5年2月より実施中

■資金
各種補助金、スポンサー収入、協議会資金など



e-business あらたな企業誘致と交流で産業創出と市場形成の実現へ

家庭用除雪機の遠隔操作実証実験
■背景・目的

豪雪地域である上越市は家庭用除雪機が多く使用されているが、一方で操作ミスなどの事故も多発している。また高齢化社会に
おいては除雪対応 そのものが厳しくなる環境も予想されることから、事故の減少や除雪の担い手不足を補い、地域の課題解決に
導く。将来的には地域のモノづくりの活性化にも寄与したい。

■概要
家庭用除雪機に4K高精細カメラ、衝突センサーや送受信装置、PC等を
接続し、ローカル5GやWi-fi電波を利活用し、画像伝達とセンサー制御の
遠隔操作実証。（今回は制御・遠隔操作を主眼としたプロトタイプ制作）

■期間
令和5年10月～令和7年２月にて実証

■資金
新潟県ICT推進協議会助成金による実施

現在Ｒ８年度の国プロジェクトに向けて準備中

※企業誘致については、地域企業とサテライト進出企業＆
進出希望企業との課題解決に向けたスキルマッチングを
展開（Ｒ６年度は６回開催予定）
～ JOETSU MEET UP～



e-learning 新しい学びのスタイルを提供地域障壁を解消、世界へ

IT人材の育成（ITパスポート取得支援）

■背景・目的
DXの推進が検討・実施されている中で、企業・団体が希望する人材スキルとして特殊作業等を除き、高いITリテラシーを持つ人材が以前
より求められて来ている。一方で若年層を含めITスキルを習得できる環境が必ずしも整備されていないのが実情であり、また上越市において
もIT人材の育成を打出していることから、この課題について可能な限り公平な(年齢・障害・地域等)ITレベル向上に向けたプロジェクトの
構築で育成支援と定着化を目指す。

■概要
メタバース空間の構築によるITパスポート取得のためのeラーニングプログラム。

（メタバース空間を利用することで、オンラインでの受講が出来、アバター参加 により年齢・性別・障害・地域などの障害を取り払うことが可能。
また講習時以外でも空間を開放し、もくもく会などで学習力などの向上を図る）

■期間
令和6年10月～令和7年2月にて実証中

■資金
各種補助金・助成金、協議会資金など（※受講料はいただく。）



e-sightseeing 上越市がもつ自然とデジタルを融合し、あらたな観光創出へ

ワーケーション実証とアウトドアエリアのデジタル化
■背景・目的

現状の観光関連指数はレガシー踏襲的な状況なども含め、大幅増要因が少ない状況。一方地域が持つ観光資源・施設・レジャー資源は
他地域に引けを取らず豊富だが活かしきれていない現状を、時代のニーズとして顕在化してるワーケーションを含むアドベンチャーツーリズムが
求められる今、そして佐渡 の世界遺産登録による上越地域の飛躍的な動線向上に向けて、魅力を分析改善し、ブランド化させたい。

■概要
・ワーケーション実証＝年１回以上の実施（PDCAサイクル）
・エリアのデジタル化＝防災の観点も視野に入れたデジタル活用利便性の向上
・その他（従来観光のカイゼン、新しいコンテンツの創出など）

■期間
令和5年10月にワーケーション実証実施（検証内容は後日公開予定）

■資金
各種補助金・助成金、協議会資金など

※その他として、観桜会におけるイベント(TGC招致や桜キャンプワーケーション等)
の実施を提案。また地域出身のアーティストを中心としたご当地フェスの企画も
検討中。



e-health care 診療をはじめとする、健康促進・管理をオンラインへ

生成AI活用及び地域・施設の見守りシステム構築/実証

■背景・目的
医療・介護現場においては人手不足の解消、サービスの質の向上が求められており、AI活用や、IT技術を駆使した見守りシステム導入が急務と
なっている。また、在宅の高齢者を支援するサービスは、医療・介護サービスや地域住民・ボランティアの支援ネットワークl等があるが、今後、財源
の問題、人手不足等から、人手を駆使したサービスの提供には限界があると考えられ、人手を掛けずに地域の見守りを効率的に行うIT活用の
仕組みが必要。生成AI・画像AIなどを用いて実証実験を行い、AI用の学習データを作成すると共に先端技術(L5G・LPWA・4Kカメラ等)を
用いたシステム構築を目指す。

■概要
・生成AI活用(リハ計画生成、音声登録、LIFE活用ケアプラン、文書要約)
・地域見守りシステム（各家庭設置のセンサー+低価格通信+最適通知）
・施設見守りシステム（施設内のセンサー及びカメラによる見守り）

■期間
生成AI活用: 令和6年度予算にて実証中（NTT製の生成AI利用検討）

■資金
各種補助金・助成金など（大規模事業につき、国プロ等へ申請検討）


